
紙・パルプ 化学 鉄鋼
１．ＣＯＤ
　排出状況（t/日）
　　＊環境省資料より

　主な削減対策 （発生源対策） （発生源対策） （発生源対策）
　　　　

（系外処理） （系外処理） （系外処理）

２．窒素、りん
　排出状況（t/日）
　　＊環境省資料より
　　＊平成11年度実績

　主な削減対策 （削減対策）

→（別紙１）　 →（別紙２）　 →（別紙３）　

産業界における主な汚濁負荷削減対策の概要

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海 合計
S.54年 18.5 17.5 64.8 100.8

59年 10.4 14.6 59.9 84.9
H.1年 8.5 13.2 59.1 80.8

6年 6.0 11.1 52.9 70.0
11年 5.5 8.5 46.7 60.7

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海 合計
S.54年 23.2 30.4 116.0 169.6

59年 13.3 26.7 103.2 143.2
H.1年 10.4 27.4 105.2 143.0

6年 6.4 22.4 89.9 118.7
11年 5.2 22.3 80.3 107.8

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海
窒素 1.1 2.4 6.0
りん 0.07 0.18 0.60

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海
窒素 5.2 5.5 62.0
りん 0.27 0.50 2.22

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海 合計
S.54年 1.3 1.8 20.6 23.7

59年 1.6 1.9 14.6 18.1
H.1年 1.6 2.0 13.4 17.0

6年 1.4 1.6 11.6 14.6
11年 1.5 1.7 12.4 15.6

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海
窒素 9.2 1.2 40.6
りん 0.02 0.01 0.64

パルプ製造中止、酸素漂白導入、排水クロー
ズド化

凝集沈殿、活性汚泥

排水クローズド化（回収）、
環境負荷の少ない工程への改善

活性汚泥、凝集沈殿、加圧浮上、湿式触媒酸
化、

窒素
（発生源対策）
回収・再利用
 アンモニア分→硫安として回収し肥料として活用
 硝酸分→硝酸ソーダとして回収、再利用
（系外処理）
嫌気（脱窒）・好気（硝化）活性汚泥、液中燃
焼、アンモニアストリッピング

りん
（発生源対策）-肥料関係
排水への排出量削減（回収強化）
水処理薬剤：低燐系薬剤への転換
（系外処理）
活性汚泥処理（栄養源として利用）
活性汚泥処理後（消石灰による沈降分離）

排水クローズド化

凝集沈殿、活性汚泥

廃酸回収（ステンレス酸洗）
蒸気ストリッピング（コークス安水処理）

　　　2004年10月4日
日本経団連　環境管理WG

製紙工場では、排水処理における活性汚泥工
程の栄養剤として窒素、りんを使用するが、そ
の汚泥により消化されない一部分が排出され
る。

資料７
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排
出
と
対
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の
状
況
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)Ｃ
Ｏ
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（
ア
）
排
出
状
況
（
ｔ
／
日
）

 
 
 
閉
鎖
性
3
海
域
の
排
出
量
は
、
昭
和
5
4
年
を
１
０
０
％
と
す
る
と
平
成
1
1
年
度

で
は
、
３
６
％
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

 
（
イ
）
主
な
削
減
対
策
（
資
料
1
参
照
）

＊
発
生
源
対
策
 
 
・
パ
ル
プ
製
造
中
止
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
発
生
負
荷
削
減
）

・
酸
素
漂
白
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
回
収
率
向
上
、
漂
白
工
程
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
発

生
負
荷
減
少
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
排
水
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
回
収
率
向
上
）

＊
系
外
処
理
 
 
 
・
凝
集
沈
殿
、
活
性
汚
泥

(2
)窒
素
、
燐

 
 
 
製
紙
工
場
で
は
、
排
水
処
理
に
お
け
る
活
性
汚
泥
工
程
の
栄
養
剤
と
し
て
窒
素
、

燐
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
汚
泥
に
よ
り
消
化
さ
れ
な
い
一
部
分
が
排
出
さ
れ
る
。

平
成
1
1
年
度
の
負
荷
量
は
下
記
の
通
り
。
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体
に
よ
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乗
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規
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す
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製
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方
自
治
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ら
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の
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い
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平
成
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行
っ
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、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
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い
て
３
９
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業
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の
う
ち
２
３
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事
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ま
た
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窒
素
及
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燐
に
つ
い
て
も

3９
事
業
所
の
う
ち
１
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事
業
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で
上
乗
せ
が
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る
と
の
回
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あ
っ
た
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料
１
：
紙
パ
ル
プ
製
造
及
び
排
水
処
理
工
程
図
（
代
表
例
）



紙パルプ製造及び排水処理工程図

蒸解釜 KPｳｫｯｼｬー
チップサイロ フィーダー

ｽｸﾘｰﾝ
チップ（原料）

白液 黒液

苛性化装置
白液ﾀﾝｸ 緑液ﾀﾝｸ ﾌｨｰﾀﾞー ｸﾘｰ ﾅ ｰ

ﾁｯﾌ ｻ゚ ｲﾛ

ｽｸﾘｰﾝ

ｴﾊ ﾎ゙ ﾚ゚ｰ ﾀｰ

　回収ﾎ ｲ゙ﾗｰ ﾘﾌｧｲﾅ ｰ
石灰ｷﾙ ﾝ （ﾁｯﾌ の゚磨砕） ｼｯｸﾅｰ ﾘﾌｧｲﾅ ｰ
（石灰の再利用） （脱水） （叩解） サイズプレス

プレスパート   ドライヤーパート リール

（廃棄物移動）
ｸﾘｰﾅ ｰ

古紙
（原料）

フローテーﾀｰ ｼｯｸﾅ ｰ ﾘﾌｧｲﾅ ｰ
（精砕） （脱ｲﾝｷ） （叩解）

ﾊ ﾙ゚ ﾊ ﾟー
（古紙の離解）

（焼却設備）

バグﾌｨﾙ ﾀｰ

ｻ ｲｸﾛﾝ
　　排水ｸﾗﾘﾌｧｲｱｰ

煙突

（公共用水域）

高濃度ﾁｪｽﾄ
（ﾊ ﾙ゚ ﾌ の゚貯蔵）

：原料の流れ

：排水の流れ

　　（ﾊ ﾙ゚ ﾌ の゚貯蔵）

　湿式スクラバー（スラッジ）焼却炉

　　ﾁｪｽﾄ
　　（ﾊ ﾙ゚ ﾌ の゚貯蔵）

　　　ﾁｪｽﾄ

ワイヤー
パート

（除塵）

ｼｯｸﾅ ｰ
　　（脱水）

酸素晒装置

活性汚泥　　　中和槽

：大気排出ポイント

：水域排出ポイント
晒装置

　　　　カレンダー

：廃棄物発生ポイント

製品

ｸﾗﾘﾌｧｲｱｰ

（廃棄物移動） （廃棄物移動）

集塵装置

：廃棄物の流れ

ﾃ ﾌ゙ﾚｰ ｶｰ

ｽｸﾘｰﾝ

晒装置

脱水機

晒装置

資
料

1
化学パルプ製造工程

機械パルプ製造工程

古紙パルプ製造工程

排水処理工程

調成工程 抄紙工程



（別
紙
２
）

平
成

16年
10月

4日
（社
）日
本
化
学
工
業
協
会

化
学
業
界
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
等
削
減
対
策
内
容
に
つ
い
て

（１
）Ｃ
Ｏ
Ｄ
（イ
）
主
な
削
減
対
策

＊
発
生
源
対
策

排
水
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
（回
収
）、
環
境
負
荷
の
少
な
い
工
程
へ
の
改
善

＊
系
外
処
理

活
性
汚
泥
、
凝
集
沈
殿
、
加
圧
浮
上
、
湿
式
酸
化
、
液
中
燃
焼

湿
式
触
媒
酸
化
、
活
性
炭
吸
着
、
オ
ゾ
ン
酸
化

＊
対
策
費
用

石
化
協
関
係
だ
け
で
約
２
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

（化
学
全
体
の
排
出
量
の
半
分
が
、
石
化
協
参
加
企
業
か
ら
の
排
出
）

故
に
、
推
定
約
４
０
０
０
億
円
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

年
間
経
費
は
、
約
１
５
０
億
円
程
度
。

（２
）窒
素（イ
）
主
な
削
減
対
策

＊
発
生
源
対
策

回
収
・再
利
用
（ア
ン
モ
ニ
ア
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
）

ア
ン
モ
ニ
ア
分
→
硫
安
と
し
て
回
収
し
肥
料
と
し
て
有
効
利
用

硝
酸
分
→
硝
酸
ソ
ー
ダ
と
し
て
回
収
、
再
利
用

＊
系
外
処
理

嫌
気
（脱
窒
）・好

気
（硝
化
）活
性
汚
泥
、
液
中
燃
焼
、

ア
ン
モ
ニ
ア
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ

（ロ
）
削
減
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
業
種

＊
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
：
遊
離
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ら
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
可
能

但
し
有
機
ア
ン
モ
ニ
ア
態
の
場
合
は
分
解
し
に
く
い

（102：尿
素

,109,115：脂
肪
族
中
間
体
､：122：ﾒﾗﾐﾝ等

）

＊
硝
酸
態
窒
素
：

金
属
製
造
業
（半
導
体
向
け
）は
、
精
製
で
硝
酸
使
用

→
　
高
濃
度
で
利
用
す
る
た
め
、
廃
酸
も
高
濃
度

　
　
（生
物
処
理
な
ら
、
数
十
倍
に
希
釈
必
要
：用
地
難
）

（３
）燐
（イ
）主
な
削
減
対
策

＊
発
生
源
対
策
（肥
料
関
係
）

排
水
へ
の
排
出
量
削
減
（回
収
強
化
）

水
処
理
薬
剤
：低
燐
系
薬
剤
へ
の
転
換

＊
系
外
対
策

活
性
汚
泥
処
理
（栄
養
源
と
し
て
利
用
）

活
性
汚
泥
処
理
後
（消
石
灰
に
よ
る
沈
降
分
離
）











（別紙３）

【第４回総量規制専門委員会（ヒアリング資料）】

鉄鋼産業における水質総量規制への対応について
平成 16年 10月４日

（社）日本鉄鋼連盟

 原料
     ↓     安水                                  ●：ＣＯＤ対策、○：窒素対策
   コークス工場      ｱﾝﾓﾆｱｽﾄﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ    活性汚泥処理   排 水       注）事業所毎のﾛｰｶﾙ条件により適宜これらの対策を導入
     ↓     《工程フロー図》
   コークス                           
     ↓                              
    高炉                                     

【代表的対策】

○●用水カスケード使用

○ アンモニアストリッピング
（蒸気ｽﾄﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ、ｱﾙｶﾘｽﾄﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）

●活性汚泥処理

●安水処理施設オゾン処理

●活性炭吸着

     ↓                               

安水ﾀﾝｸ→安水ｽﾁﾙ→希釈槽→ばっ気槽→沈殿槽→凝集沈殿槽→砂ろ過→＜放流＞  

    

   製鋼工場                              
     ↓                              
   熱延工場                             
     ↓    廃酸

   冷延工場        廃酸回収処理      排 水
     ↓     ≪工程フロー図≫
    製品                            
                                    
                                        
                                            

【代表的対策】

○廃酸回収（イオン交換樹脂）

○ 〃  （膜利用）
○生物処理


